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　要旨

鹿児島県喜入町の愛宕川河口の干潟には，メ

ヒ ル ギ Kandelia candel や ハ マ ボ ウ Hibiscus 

hamabo からなるマングローブ林が広がっており，

ア マ オ ブ ネ ガ イ 科 に 属 す る ヒ メ カ ノ コ ガ イ

Clithon (Pictoneritina) oualaniensis (Lesson, 1831) が

生息している．ヒメカノコガイは房総半島以南の

河口泥上に生息している雌雄異体の巻貝である．

本種は研究例が少なく，特に生態は明らかにされ

ていない．本研究ではヒメカノコガイの分布の季

節変動を明らかにすることによって，生活史を解

明することを目的とした．

調査は愛宕川河口の支流にある干潟で毎月 1

回大潮または中潮の日の干潮時に行った．3 つの

調査区を約 60 m 間隔で設定し，各調査区におい

て 10 × 10 cm のコドラートをランダムに 5 か所置

き，出現個体数を記録した．またヒメカノコガイ

の殻幅を 0.1 mm 単位で測定した．

その結果，下流域の出現個体数は他の調査区

と比べてかなり少ない事がわかった．上流域と中

流域では春に個体数が減少し，秋に個体数が増加

するという傾向が見られた．

殻幅頻度分布は各調査区の間で差は見られな

かった．夏は殻幅 5.0–6.0 mm 前後の個体がほと

んどだが，秋，冬は 3.0 mm 前後と 7.0 mm 前後

の個体を中心に構成されていた．出現個体数とあ

わせて考えると，秋に 3.0 mm 前後の幼貝の新規

加入が起きているものと思われる．また，7.0 mm

前後の個体は月を追うごとに減少していることか

ら，6.0 mm 程の大きさになると死亡する個体が

多くなり，冬を越せる個体はわずかであると思わ

れる．このことからほとんどのヒメカノコガイの

寿命は 1 年であることが判った．

　はじめに

ヒメカノコガイは房総半島以南，奄美諸島，沖

縄諸島から中国南部に広く分布するアマオブネガ

イ科に属する巻き貝である．喜入町を流れる愛宕

川の河口干潟にはメヒルギやハマボウからなるマ

ングローブ林が広がっており，河口域の干潟には

カ ワ ア イ Cerithideopsilla djadjariensis (K. Martin, 

1899)， ウ ミ ニ ナ Batillaria multiformis (Lischke, 

1869)，ヘナタリ Cerithideopsilla cingulata (Gmelin, 

1791)，フトヘナタリ Cerithidea rhizophorarum (A. 

Adams, 1855) などのウミニナ類が生息しており，

その中にヒメカノコガイも生息している．ヒメカ

ノコガイは雌雄異体で河口域泥上に生息してお

り，和田ほか（1996）によって絶滅危惧種に指定

されている．

イシマキガイ属 Clithon についてはイシマキガ

イ Clithon retropictus (Martens, 1879) でよく研究さ

れており，Ondo and Nakamoto (1964) や阿部（1981, 

1984），Nishiwaki and Koike (1985)，新川（1987），

西 脇 ほ か（1991a–c）， 平 田 ほ か（1993），

Shigemiya and Kato (2001) によってその生態が明

らかにされてきた．鹿児島県伍位野川においては

北限のマングローブ林周辺干潟における
ヒメカノコガイ Clithon oualaniensisのサイズ分布
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小原・冨山（2000），古城・冨山（2000）によっ

てイシマキガイの微小生息場所の研究がされてい

る．ヒメカノコガイでは Gruneberg (1976, 1978, 

1979, 1982) と Gardner et al. (1995) が殻の模様の多

様性について報告している程度で詳しい生活史に

ついては明らかにされていない．そこで本研究で

は，ヒメカノコガイの生活史，特にサイズ分布の

季節変動のついて明らかにすることを目的とし

た．

　調査地と方法

調査区の設置

調査は鹿児島県揖宿郡喜入町を流れる愛宕川

の支流の河口干潟（31°23′N, 130°33′E）で行った

（Fig. 1）．愛宕川は鹿児島湾の日赤石油基地の内

側に河口があり，この河口部で八幡川と合流して

いる．干潟周辺にはメヒルギやハマボウからなる

マングローブが広がっており，太平洋域における

北限のマングローブ林とされている．調査地周辺

の干潟上にはアマオブネガイ科のヒメカノコガイ

が生息している．

この河口干潟において，異なった干潟環境で

のヒメカノコガイの個体群の季節変化を比較する

ために，干潟の奥から川の本流まで，約 60 m 離

れた 3 つの調査区を設けた．調査区は下流側から

Station A, Station B, Station C とした．

Station A は調査地干潟の愛宕川本流近くに位

置し，底質は砂泥質である．この Station では 10 

cm × 10 cm のコドラートをランダムに 5 か所設置

し，サンプルを採集した．

Station B はメヒルギ自生地の末端近くにあり，

調査地干潟の中央部に位置する．底質は砂質であ

る．Station A と同様に 10 cm × 10 cm のコドラー

トをランダムに 5 か所設置し，サンプルを採集し

た．

Station C はメヒルギ自生地の奥部に位置する．

底質は砂泥質である．ここは支流の西側にあたる

場所で，降雨後は支流との境がはっきりしない場

合もあった．ここでもコドラートをランダムに 5

か所設置し，サンプルを採集した．

定期調査

2001 年 1 月から 12 月の期間に毎月 1 回，大潮

または中潮の干潮時に行った．コドラート内の砂

泥を深さ約 2㎝まで掘り取り，採取した砂泥を 1.5 

mm メッシュのふるい内で洗うことによって残っ

た砂とヒメカノコガイを集めて研究室に持ち帰

り，冷蔵保存した．後日ヒメカノコガイだけを取

り出し，出現個体数を記録した．また，殻幅をノ

ギスを用いて 0.1 mm 単位で計測した．計測後の

Fig. 1． 調 査 地 の 概 要．Maps showing study transects (Station A, B and C) in Atago River estuary, Kagoshima Prefecture. Study site 
(31°23ʹN, 130°33ʹE) located at southern Kyushu Island, Japan.
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ヒメカノコガイは冷凍保存した．

　結果

殻幅頻度分布の季節変化

Fig. 2a, b に殻幅頻度分布の季節変化を示す．

どの Station においても 9 月に新規加入が起こり，

Station 間で新規加入の幼貝集団の殻幅サイズに

差は見られなかった．

Station A では 1–5 月，7–8 月は個体数が少なく，

サイズのピークが見られない．しかし，1 月は 3 

mm 前後の個体がほとんどだったが，8 月は 4.8–9.2 

mm の個体で構成されていた．9 月にはそれまで

見られなかった 2.6 mm 未満の小型個体が 2 個体

加入し，3.4–3.6 mm にピークがあった．その後

個体数は減少していったが，10 月はピークが

4.0–4.2 mm，11 月は 4.2–4.4 mm，12 月は 4.4–4.6 

mm 変化した．

Station B においては，11 月以外概ね二山型の

グラフを示した．殻幅が小さい方がピークは大き

い．1 月の大きいピークは 3.0–3.2 mm の 37 個体，

小さいピークは 7.0–7.2 mm の 6 個体であった．8

月までに 3.0 mm 前後を中心とする個体群から 6.0 

mm 前後を中心とする個体群に変化した．9 月に

小型個体が加入した後は，3.2–3.8 mm の個体を

主とする個体で構成されていて 6.2 mm 以上の個

体はほとんど見られない．その後，サイズピーク

は 12 月までに 3.8–4.0 mm に変化した．

Station C では 1 月から 5 月までピークの個体

数がほぼ等しい二山型のグラフを示した．1 月の

ピークは 3.6–3.8 mm と 6.4–6.6 mm で 11 個体前

後出現した．5 月までにピークは 5.0 mm 前後と

7.2–7.5 mm に変化したが，ピークの個体数は 10

個体前後に減少した．9 月以降のグラフは Station 

B と似た傾向を示し，ピークは 4 か月で 3.4–3.6 

mm から 4.0–4.2 mm に変化した．ピークの個体

数は Station C の方が多かった．

個体数変動

Fig. 3 に各調査区における 500㎠あたりの出現

個体数の季節変化を示す．Station A では 2 月から

5 月まで 4 個体前後で推移していたが，その後徐々

に増加し，10 月に最大値になった．11 月は 36 個

体，12 月は 21 個体と減少していった．Station B

では 2 月に 274 個体と最も多く出現した後，3 月

に 47 個体に激減した．4 月に 114 個体に増加し

たが，その後徐々に減少していき，8 月に 32 個

体と最も少なくなった．10 月にいったん減少す

るものの，9 月から 12 月までは増加した．Station 

C では 2 月に 180 個体を記録した後，3 月から 6

月まで 90 個体前後で推移した．8 月に最も少な

い 24 個体となり，10 月までに 263 個体まで増加

した．個体数は Station A では年間を通して最も

少なく，Station B と Station C の間にはあまり差

はなかった．

また，2001 年 1 月から 12 月までに調査で採集

された出現全個体数は 3533 個体であり，Station 

A で 265 個 体（7.5%），Station B で 1702 個 体

（48.2%），Station C で 1566 個体（44.3%）出現した．

各調査地点における殻幅平均値の変動は，お

おむね個体数変動と逆の傾向を示し，5 月から 8

月付近までの夏期に殻幅を大きい傾向を示した

（Fig. 4）．

　考察

Station A における出現個体数は Station B, C よ

り明らかに少なかった．Station A は下流域にあり，

底質は泥を多く含む砂泥である．底質などの生息

環境が Station A における本種の出現個体数の少

なさの原因である可能性があるが，今回の調査で

ははっきりしたことは判らなかった．また，殻幅

頻度分布のグラフにあまり差異は見られないこと

から，Station A, B, C 間での個体の移動は起こっ

ていないものと思われる．

本研究の調査では 2 mm 以下の個体は 9 月から

12 月まで見られた．出現個体数も 9 月に激増し

ていることから，幼貝の新規加入は 9 月に起こっ

ているものと考えられる．しかし，1.6 mm 未満

の個体はどの時期にも，どの Station でも見られ

ない．これはふるいのメッシュから 1.6 mm 未満

の個体がすりぬけている可能性が高い．1.6 mm

未満の個体の加入時期を知るためにはもっと目の

細かいメッシュのふるいを使用するか，調査地で
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Fig. 2–a．各 Station における殻幅頻度分布の季節変化．縦軸：個体数；横軸：殻幅 mm．Seasonal changes in size frequency on each 
station.
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Fig. 2–b．各 Station における殻幅頻度分布の季節変化．縦軸：個体数；横軸：殻幅 mm．Seasonal changes in size frequency on each 
station.
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はふるいを使用せず，砂泥ごと研究室に持ち帰る

というような対策が必要である．他に考えられる

可能性として，調査区以外の場所に 1.6 mm 未満

の個体が加入し，調査区に移動してきたという仮

説が提示可能である．この仮説を検証するにはよ

り広範囲な地域での調査が必要である．

殻幅頻度分布は概ね二山形のグラフを示した．

小型個体のグループは 3.0 mm 前後から 6.0 mm

前後に変化していることから，1 年で 3.0 mm 程

度成長するものと考えられる．大型個体のグルー

Fig. 3．各 Station における出現個体数の季節変化．黒丸：Station A；黒四角：Station B；白丸：Station C．Seasonal changes in 
number of individuals collected on each station. Solid circles: Station A; solid squares: Station B; open circles: Station C.

Fig. 4．各 Station における殻幅平均値の季節変化．丸：Station A；四角：Station B；三角：Station C．Seasonal changes in mean of 
shell width on each station. Circles: Station A; squares: Station B; triangles: Station C.
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プは小型個体より個体数が少ない．また，月を追

うごとに減少していることから，6.0 mm 程の大

きさになると死亡する個体が多くなり，冬を越せ

る個体はわずかであると思われる．冬を越すこと

ができた個体は幼貝の新規加入が起こる前に死亡

すると考えられる．このことから，ヒメカノコガ

イのほとんどの個体の寿命は約 1 年で，一部の個

体のみ約 2 年生きると推測される．同じアマオブ

ネ ガ イ 科 に 属 す る ア マ オ ブ ネ ガ イ Nerita 

(Theliostyla) albicilla (Linnaeus, 1758) は常に 19 mm

前後の親世代が存在する（野中ほか，2001）こと

から寿命は 2 年以上と考えられ，イシマキガイは

20 年以上生存すると報告されている（Shigemiya 

and Kato, 2001）．この 2 種と比較するとヒメカノ

コガイは短命であるといえる．

腹足類の交尾行動に関しては澄川（1994）が，

原始腹足目は放卵放精による体外受精で繁殖する

が，アマオブネガイ科は例外で体内受精によって

繁殖することを報告している．淡水～汽水域に生

息するイシマキガイでは交尾個体が観察されてい

る（Shigemiya and Kato, 2001）．ヒメカノコガイ

の交尾個体は調査を行った干潮時の昼間には全く

見当たらなかった．このことからヒメカノコガイ

は夜間に交尾を行っているか，干潮時ではない時

間帯に交尾を行っている可能性がある．前者につ

いても後者についても，ヒメカノコガイが夜行性

なのか昼光性なのかを調べる必要がある．また，

夜間の調査も行う必要があるだろう．

5 月下旬から 8 月までヒメカノコガイの周辺に

ある石の表面に白い卵塊が見られた．もし，これ

がヒメカノコガイのものであるならば，産卵され

てから 2.0 mm 程の大きさになるのに 3–4 か月か

かることになる．これは 2.0 mm 以下の個体が 9

月から 12 月まで見られることからも示唆される．

この卵塊がヒメカノコガイのものであることを断

定するためには，交尾個体の発見と産卵行動の観

察が必要であろう．
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